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◆調査の趣旨 

 

 本調査は、道総研の第２期中期計画・年度計画（平成 3１年度）における「第２－３－

（２）道民や利用者からの意見把握と改善」を踏まえ、道民の皆様から幅広く意見を聴取

し、その結果を業務の実施方法や運営の改善などに反映させることを目的に実施したもの

です。  

 

◆調査の種類・項目・対象者  

 

 イベント参加者  市町村、関係団体  

対 象 者 

 

道総研が実施したイベントに参加さ

れた方。  

道内市町村、各種関係団体。  

 

調査方法  アンケート方式により実施した。  

実施期間  平成 30 年 10 月～令和元年９月  平成 31 年３～４月  

 

◆回答状況 

 

調査対象  回答数  

 ※道民向けイベント  

     公開デー、道民向けセミナー等  

  ※企業向けイベント  

      成果発表会、企業向けセミナー等  

 

道民向けイベント参加者 1,955 

企業向けイベント参加者 781 

市 町 村 168 

関係団体  7 

合  計 2,911 

 

 

  



 

◆道民意見把握調査  

 

○「道総研」とは、農業・水産業・林業・工業・食品産業・環境・地質・建築の各分野に

関する研究や技術支援等を行う 22 の道立試験場等を統合して発足した「総合研究機関」

であることをご存知ですか。（１つのみ）【各イベント参加者、市町村・関係団体共通】 

 

 

 

・道総研が総合研究機関であることの認知度（「知っていた」と回答した人の割合）は、

62％でした。  

・道総研の認知度（「知っていた」及び「道総研は知っていたが、統合して「総合研究

機関」となったことは知らなかった」と回答した人の割合）は、73％でした。  

  

知っていた

62%

「道総研」は知ってい

たが、「総合研究機

関」であることは知ら

なかった

11%

「道総研」を知

らなかった

27%

N = 2,524人

（無回答 387人）

（839 人） 

（583 人）  

（187 人） 



 

○「道総研」の次の取組のうち、知っていることはどれですか。（複数回答可） 

 【道民向けイベント参加者】 

 

 

 

・最も認知度が高い取組は、「道産米の開発」で、52％でした。  

・最も認知度が低い取組は、「地熱・温泉の開発及び研究」で、10％でした。  

  

52%

17%

29%

19%

14%

10%

17%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

「ゆめぴりか」「ななつぼし」など、道産米のほとんど

の品種は、農業試験場が開発したこと

サケやスケトウダラなどの「豊漁･不漁」の予測や分析

は、水産試験場がモニタリング調査の結果等をもとに

行っていること

木を植え、育て、伐って、使い、また植えるという森林

資源の循環利用と効率的な活用方法を、林業試験場と林

産試験場が研究していること

北海道の企業がチャレンジする商品の開発や改良に、工

業試験場と食品加工研究センターが技術支援しているこ

と

環境科学研究センターの研究による生息数の推定を用い

て、北海道のヒグマやエゾシカの保護管理施策が行われ

ていること

洞爺湖温泉・湯の川温泉などの道内主要温泉地のほか、

全道域にわたって地熱・温泉の開発や利活用に関する調

査研究を、地質研究所が行っていること

北国のくらしに適した快適で省エネな住まいのための技

術開発や暮らしの提案を北方建築総合研究所が行ってい

ること

なし

N = 1,955人

（1,015 人） 

（271 人） 

（377 人） 

（328 人） 

（566 人）  

（262 人） 

（189 人） 

（332 人） 



 

○「道総研」の次の取組のうち、知っていることはどれですか。（複数回答可） 

【企業向けイベント参加者、市町村・関係団体】 

 

 

 

・最も認知度が高い取組は、いずれも「幅広い分野にわたる研究」で、企業向けイベン

ト来場者が 68％、市町村が 86％、関係団体が 100％でした。  

・認知度が低い取組は、いずれも「総合相談窓口」で、企業向けイベント来場者が 17

％、市町村が 24％、関係団体が 57％でした。  

 

  

68%

48%

42%

17%

13%

86%

51%

48%

24%

11%

100%

86%

86%

57%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

農林水産業・工業・食品産業・環境・

地質・建築といった、幅広い分野にわ

たる研究を行っていること

技術的な質問に無料でお答えする技術

相談や、技術的な指導、成分や性能等

の試験・分析、設備の利用など、企業

等に対する様々な支援を行っている…

技術的な相談・指導、試験・分析、設

備使用など、企業等への様々な「技術

支援」を行っていること

様々な分野の質問・相談に対応した

「総合相談窓口【無料】」を法人本部

に設置していること

なし

企業向けイベント（N=781）

市町村（N=168)

関係団体（N=7)

（4 人） 

（135 人）  

（6 人） 

（41 人）  

（99 人） 

（81 人） 

（18 人） 
（0 人） 

（7 人） 
（144 人） 

（531 人） 

（376 人） 
（85 人） 

（6 人） 

（331 人） 



 

○道総研のイベントに参加するのは、何回目ですか。  

【各イベント参加者】 

 

道民向けイベント               企業向けイベント 

 

    

・道民向けイベントでは初めて参加する方が 55％でした。  

・一方で、企業向けイベントでは２回目以降の参加者の方が多く、55％でした。  

 

○過去に参加したイベントはどれですか。（複数回答可）  

【各イベント参加者】 

 

 

・過去に参加したことのあるイベントについて、道民向けイベントでは「施設の

一般公開」が 52％、企業向けイベントでは「研究成果発表会」が 72％で、それ

ぞれ最も参加されているイベントでした。  

55%

45%

初めて 複数回

N = 1,595

(無回答 360人)

45%

55%

初めて 複数回

N = 728

(無回答 53人)

23%

20%

52%

29%

9%

2%

25%

36%

20%

72%

6%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

一般向けセミナー

技術等の講習会

施設の一般公開

研究成果発表会

子どものための科学の祭典サ

イエンスパーク

その他

道民向けイベント

（N=711)

企業向けイベント

（N=398)

（330 人） 

（398 人） 
（884 人） 

（711 人） 

（13 人） 

（22 人） 
（61 人） 

（79 人） 

（162 人） 
（98 人） 

（141 人） 
（145 人）  

（369 人） 

（287 人） 
（209 人） 

（10 人） 



 

○どのようなイベントに参加してみたいですか。（複数回答可）理由もお聞かせください。  

【各イベント参加者】 

 

「参加してみたい」とした方が最も多いイベントは、道民向けイベントでは「施設の一般

公開」で 23％、企業向けイベントでは「研究成果発表会」で 44％でした。  

【参加してみたい理由等（抜粋）】 

一般向けセミナー 

道民向け  一般向けであれば難しい研究内容も分かり易く理解できそうだから  

企業向け  一般的な知識でも案外理解できていないところが多いから  

道総研が道民にいかに貢献しているか知りたいから  

技術等の講習会 

道民向け  仕事に活かせると思うから  

企業向け  

 

業務に係る内容について技術的な知見が得られるから  

事業に役立つ情報の収集ができるから  

施設の一般公開 

道民向け  滅多に見ることのできない施設の見学をしたいから  

子供に色々と体験させてあげたいから  

企業向け  エネルギー研究所の公開をお願いしたい  

学生のため、気軽に参加できるものに足を運びやすい  

研究成果発表会 

道民向け  技術の進歩を知りたいから  

企業向け  基礎研究が費用・時間・人の面から難しい民間企業にとっては、大切な情報収集の

場であるから  

最新のテーマや考え方・対応等を学べるから  

研究員の方と間近でお話を聞くことができるから  

サイエンスパーク 

道民向け  子供に科学を直に感じてもらいたいから  

学校の授業だけではなく、深く専門的なことを知ることができるからから  
 

21%

13%

23%

15%

22%

0%

27%

40%

16%

44%

9%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一般向けセミナー

技術等の講習会

施設の一般公開

研究成果発表会

子どものための科学の祭

典サイエンスパーク

その他

道民向けイベント

（N=1,955)

企業向けイベント

（N=781）

（ 417 人）  
（ 213 人）  

（ 253 人）  
（ 310 人）  

（ 455 人）  
（ 128 人）  

（ 295 人）  
（ 343 人）  

（ 438 人）  
（ 69 人）  

（9 人）  
（7 人）  


